
　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
暴
力
を

振
る
わ
れ
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
以
下
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
そ
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

上
、
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画
は
他
の
計

画
と
併
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
Ｄ

Ｖ
被
害
関
連
の
相
談
状
況
を
伺
う
。

　
昨
年
実
績
で
相
談
は
延
べ
47
回
、

う
ち
新
規
は
29
回
。
個
々
の
案
件
に
応

じ
、
関
連
部
署
、
警
察
、
学
校
、
病
院
、

保
健
所
な
ど
と
情
報
共
有
し
、
対
応
し

て
い
る
。

　
県
の
指
導
で
専
門
婦
人
相
談
員

の
設
置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
当
市

は
未
設
置
で
あ
る
が
、
近
隣
市
町
と
の

連
携
、
協
会
を
通
じ
た
情
報
共
有
が
で

き
、
職
員
負
担
が
減
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
が
、
検
討
状
況
は
。

　

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
体
制
の
あ
り
方
を
継

続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　
政
府
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

の
黒
字
化
目
標
を
５
年
延
ば
し
、
２
０

２
５
年
と
し
た
。
財
政
健
全
化
を
放
棄

し
た
よ
う
に
感
じ
る
。
政
府
の
負
債
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
４
０
％
で
あ
る
。
学
者
は
、

60
％
以
内
は
安
全
、
90
％
は
危
険
、

２
０
０
％
以
上
は
頭
が
お
か
し
い
ほ
ど

と
発
言
し
て
い
る
。
日
本
銀
行
が
破
綻

す
る
と
い
う
本
を
国
会
議
員
自
ら
が
書

い
た
方
も
い
る
。
財
政
の
健
全
化
な
く

し
て
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
は
不
可

能
で
あ
る
。
増
田
レ
ポ
ー
ト
で
は
約

９
０
０
の
自
治
体
が
消
滅
す
る
と
あ
る

が
、
そ
の
原
因
は
財
政
破
綻
だ
と
思
う
。

市
民
は
、
負
債
を
先
送
り
し
て
無
謀
な

事
業
を
行
う
こ
と
は
許
さ
な
い
と
思
い
、

菊
川
市
の
財
政
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
菊
川
市
の
29
年
度
単
年
度
決
算

で
は
赤
字
で
あ
っ
た
。
こ
の
要
因
と
赤

字
額
は
。

　

２
億
５
１
３
６
万
５
０
０
０
円

の
赤
字
で
あ
っ
た
。

　
広
報
菊
川
に
は
、
市
の
財
政
状

況
を
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

収
入
は
４
万
３
８
２
６
円
、
支
出
は
36

万
１
３
７
１
円
、借
金
は
61
万
２
３
６
７

円
と
あ
っ
た
。
こ
れ
を
29
年
度
の
償
還

金
と
同
じ
状
態
で
支
払
っ
て
い
く
と
、

何
年
で
返
せ
る
の
か
。

　
約
10
．２
年
と
な
る
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が

平
成
29
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

計
画
書
の
中
に
は
、
今
後
40
年
間
で
見

込
ま
れ
る
費
用
は
、
１
７
４
７
億
円
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
管
理
計
画
事

業
に
29
年
度
歳
出
の
何
％
を
使
い
、
そ

の
金
額
は
。

　

計
画
の
対
象
の
事
業
を
普
通
会

計
の
普
通
建
設
事
業
に
分
類
さ
れ
る
も

の
と
し
て
金
額
を
集
計
す
る
と
、
平
成

29
年
度
決
算
で
は
、
15
．５
％
と
な
る
。

他
に
「
原
発
問
題
を
問
う
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

見
逃
さ
な
い
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。
相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

　

当
事
者
へ
の
配
慮
の
上
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
に
よ
る
周
知
を

行
う
。
ま
た
、
民
生
児
童
委
員
や
地
域

の
見
守
り
組
織
へ
も
周
知
啓
発
活
動
に

努
め
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
と

し
て
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
導
入
、
予
約

に
よ
る
相
談
対
応
、
面
談
用
個
室
の
確

保
な
ど
整
え
て
い
く
。

他
に
「
温
暖
化
対
策
と
共
に
こ
れ
か
ら

の
持
続
可
能
な
公
共
施
設
を
考
え
る
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

菊
川
市
財
政
問
題
を
考
え
る

織
部　
光
男
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

Ｄ
Ｖ
被
害
防
止
支
援
対
策
の
見
直
し
を

倉
部　
光
世
（
市
民
ネ
ッ
ト
）
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